
 

令和２年５月８日 

消 防 庁 

第１回「♯7119 の全国展開に向けた検討部会」の開催 

 

 

 

 

 

１ 検討部会の概要 

  別紙１のとおり 

 

２ 委員 

  別紙２のとおり 

 

３ 検討スケジュール 

  ５月１１日（月） 第１回（準備会合）※文書会議形式で開催予定 

  ６月中旬 第２回検討部会 

  ７月中旬 第３回検討部会 

  ７月下旬～８月上旬 第４回検討部会（中間取りまとめ） 

  （以後、検討部会の進行状況に応じて開催予定） 

 

４ その他 

  本検討部会は原則公開としますが、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、会議形式を変

更する可能性があります。会議の開催についての詳細は、後日消防庁 HP にてお知らせします。 

 

 

 

 

♯7119の全国展開に向けた検討部会「第１回（準備会合）」を令和２年５月１１日（月曜日）

に開催いたします。 

なお、検討部会委員、検討スケジュールを以下のとおりお知らせします。 

【連絡先】消防庁救急企画室 

担当：伊藤理事官、山口係長、鶴事務官 

TEL：03-5253-7529（直通） FAX：03-5253-7532 



○病院に行った方がいいの？

○救急車を呼んだ方がいいの？

○応急手当はどうしたらいいの？

概 要

住民が急な病気やけがをしたときに、救急車を呼んだほうがいいのか、今すぐ病院に

行ったほうがいいのかなど迷った際の相談窓口として、専門家から電話でアドバイスを受
けることができる。

相談を通じて、病気やけがの症状を把握した上で、以下をアドバイス。
○救急相談

例）緊急性の有無※１、応急手当の方法、受診手段※２

○適切な医療機関を案内※３

※１ 直ちに医療機関を受診すべきか、2時間以内に受診すべきか、24時間以内か、明日でも良いか等。
※２ 救急車を要請するのか、自分で医療機関に行くのか、民間搬送事業者等を案内するのか。
※３ 適切な診療科目及び医療機関等の案内を行う。

【イメージ図】

医療機関の案内

住民
 医師・看護師・相談員が相談に対応

・病気やけがの症状を把握

・緊急性、応急手当の方法、受診手段、

適切な医療機関などについて助言

 相談内容に緊急性があった場合、

直ちに救急車を出動させる体制を構築

 原則、２４時間３６５日体制

迅速な救急車の出動

緊急性の高い症状

#7119（救急安心センター事業）

緊急性の低い症状

専用回線
（♯７１１９）

#7119（救急安心センター事業） 別紙１



実施団体（全国16地域）
（人口は平成27年国勢調査による）

都道府県全域

宮城県※（約233万人）
茨城県※ （約291万人）
埼玉県（約727万人）
東京都（約1,352万人）
新潟県※ （約230万人）
大阪府内全市町村（約884万人）
奈良県（約136万人）
鳥取県※ （約57万人）
山口県※ （約121万人）
徳島県（約76万人）
福岡県（約510万人）

一部実施

札幌市周辺（約205万人）
横浜市（約372万人）
神戸市周辺（約163万人）
田辺市周辺※ （約9万人）
広島市周辺（約210万人）

※は、運営を民間コールセンターに委託

【参考】♯7119以外の番号で実施している団体
山形県、栃木県、千葉県、香川県

国民の
『４３．９％』

令和元年12月１日 現在

実施（県単位）
実施（一部市町村）
類似番号で実施
未実施

※ 上記に加え、令和2年10月から京都府が府内全域で実施予定
（ → 実施団体：全国17地域、人口カバー率：国民の45.9％ へ）

#7119（救急安心センター事業）の普及状況と人口カバー率
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  別紙２ 

♯7119 の全国展開に向けた検討部会 委員名簿 

（五十音順） 

柿 本 章 子  （主婦連合会 副会長） 

角 野 文 彦  （滋賀県理事（健康・医療政策担当）） 

坂 本 哲 也  （帝京大学医学部救急医学講座主任教授） 

島 崎 修 次  （国士舘大学防災・救急救助総合研究所長） 

嶋 津 岳 士  （大阪大学大学院医学研究科救急医学教室教授） 

髙 階 謙一郎  （京都第一赤十字病院 救命救急センター長） 

蝶 野 正 洋  （一般社団法人 ニューワールドアワーズスポーツ救命協会代表理事／ 

           公益財団法人 日本消防協会「消防応援団」／プロレスラー） 

長 島 公 之  （日本医師会常任理事） 

七 坂 な な  （漫画家） 

仁井谷 興 史   （徳島県保健福祉部長） 

三 浦 牧 也   （青森県弘前地区消防事務組合消防本部警防課長） 

道 岡 桃 子  （フリーアナウンサー） 

六 車  崇   （横浜市医療局医療政策部医療政策課救急医療技官） 

横 田 順一朗  （地方独立行政法人 堺市立病院機構副理事長） 

 

（オブザーバー） 

鈴 木 健 彦  （厚生労働省医政局地域医療計画課長） 
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